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V850E2/ML4  
USB ホストソフトウェア 

要旨 

本マニュアルでは、USB ホスト・コントローラ（USBH）を使用した、USB デバイス制御例を説明します。 

動作確認デバイス 

 V850E2/ML4 グループ(型名 uPD70F4022) 
 

ターゲットボード 

 V850E2/ML4 CPU ボード(型番：R0K0F4022C000BR) 
 

注意事項 

 制御可能な USB デバイスはハブを含み最大 3 個です。 

 最大 7 ポートまでのハブを 1 段のみ接続可能です(ルートハブは除く)。 

 マスストレージクラスの Bulk Only Transport、コミュニケーションクラスの Abstract Control Model、及び

ハブクラスに対応しています。 
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1. はじめに 

1.1 仕様 

 制御可能な USB デバイスはハブを含み最大 3 個です。 

 最大 7 ポートまでのハブを、1 段のみ接続可能です(ルートハブは除く)。 

 マスストレージクラスの Bulk Only Transport、コミュニケーションクラスの Abstract Control Model、及び

ハブクラスに対応しています。 

 他のクラスが必要な場合は、お客様で対応お願いいたします。 

 マウント可能なメモリ（USB メモリ、SD カード等）の容量は最大 32G バイトです。 

 ファイル操作のサンプルアプリケーションではメモリ、V850E2/ML4 USB ファンクションサンプル[1]、

SH7216 USB ファンクションサンプル[4]に対し下記の動作をしております。 

- ルートに 10 個のファイル作成 

- ディレクトリを作成し、作成したディレクトリに 10 個のファイル作成 

- ブロック(512 バイト)単位で、1 ブロック～40 ブロックの書き込み、読み出し、比較 

- バイト単位で 1 バイト～512 バイトの書き込み、読み出し、比較 

 FAT ファイルシステムはルネサス製ファイルシステムである M3S-TFAT-Tiny を使用しております。 

 コミュニケーションクラスの通信では V850E2/ML4 USB ファンクションサンプル[2]のみで動作確認して

おります。 

 コミュニケーションクラス通信のサンプルアプリケーションでは V850E2/ML4 USB ファンクションサン

プル[2]に対し下記の動作をしております。 

- 通信速度、ストップビット、パリティ、データビット数等の設定 

- 通信速度、ストップビット、パリティ、データビット数等の取得 

- バイト単位で 1 バイト～64 バイトの書き込み、読み出し、比較 

 複数インタフェース（最大 3 個）を持ち、マスストレージクラスとコミュニケーションクラス対応の

V850E2/ML4USB マルチファンクションサンプル[3]を制御可能です。 
 
 

1.2 使用機能 

 H バス 

 USB ホスト・コントローラ 

 割り込み 
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1.3 適用条件 

 マイコン: V850E2/ML4(PD70F4022) 

 評価ボード: V850E2/ML4CPU ボード(型番：R0K0F4022C000BR)  

 動作周波数: 

入力クロック: 10MHz 

内部システムクロック(fCLK): 200MHz 

H バスクロック(fHCLK)33.3MHz  
 

 動作モード:  

通常動作モード 

 統合開発環境: ルネサス エレクトロニクス製 CubeSuite+ V1.02.00  [12 Apr 2012] 

 C コンパイラ: ルネサス エレクトロニクス製 CX V1.21 

 エミュレータ: ルネサス エレクトロニクス製 E1 エミュレータ 
 

1.4 関連アプリケーションノート 

[1] V850E2/ML4 マイクロコンピュータ USB MSC(マスストレージクラス)ドライバ編 アプリケーショ 

ンノート(R01AN0011JJ) 

[2] V850E2/ML4 マイクロコンピュータ USB CDC(コミュニケーションクラス)ドライバ編 アプリケーショ

ンノート(R01AN0010JJ) 

[3] V850E2/ML4 マイクロコンピュータ USB マルチファンクション動作例 アプリケーションノート

(R01AN1037JJ) 
[4] SH7216 グループ USBファンクションモジュール USBマスストレージクラス アプリケーションノート

(RJJ06B1071) 
[5] V850E2M FAT ファイルシステムソフトウェア M3S-TFAT-Tiny: 導入ガイド(R01AN0128JJ) 
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2. 関数相関関係 

関数の相関関係を示す。各関数の詳細は第3章以降で示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  関数の相関関係 
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3. 初期化 

初期化時における関数の相関図、仕様、動作を示す。 

3.1 初期化関数相関図 

initial 関数が各関数を呼び出す。各関数は周辺モジュール毎に初期化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2  初期化時の関数相関関係 
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3.2 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 
initial CPU 電源投入時に呼び出され、各種初期化関数群を呼び出

す。実際のハードウェア初期化処理は下記の xxxInit 関数で実

行する。この関数自体は処理を呼び出すのみとなる。 
CpuInit V850E2/ML4 CPU の初期化を行う。 
romp_init ROM 化パッケージ用初期化処理 

コピー関数（_rcopy）を呼び出し，指定されたアドレスに格

納されている情報を RAM 領域に 1 バイトずつコピーする。

PciInit USB ホスト・コントローラのレジスタにアクセスするために

PCI ブリッジの初期化を行う。 
PciConfigRead PCI コンフィギュレーション空間を通して USB ホストドラ

イバレジスタのベースアドレスを読み出す 
PciConfigWrite PCI コンフィギュレーション空間を通して USB ホストドラ

イバレジスタのベースアドレスを書き込む 
UsbhdInit USB ホスト・コントローラの初期化を行う。USB ホスト・

コントローラのレジスタへのアクセスはPCIブリッジを介し

て行うため、PciInit 処理後にこの関数を呼び出す必要がある。

UsbhdMemInit ED(Endpoint Descriptor)、TD(Transfer Descriptor)で使用する

グローバルメモリの初期化を行う。 
chip_init 各ポートの初期設定を行う。 

 

3.3 関数インタフェース 

各関数のインタフェースを示す。 
 

関数名 initial 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 void 
戻り値の内容 無し 
戻り値の範囲 無し 

 

関数名 CpuInit 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 void 
戻り値の内容 無し 
戻り値の範囲 無し 
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関数名 PciConfigRead 
パラメータ RegisterNumber ReadData 
パラメータの内容 PCI コンフィギュレーションレ

ジスタ番号 
読み出したデータ 

パラメータの範囲 0x10 32bit データ 
戻り値 Status 
戻り値の内容 PciConfigRead が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0→正常終了 

1→異常終了 
 

関数名 PciConfigWrite 
パラメータ RegisterNumber WriteData 
パラメータの内容 PCI コンフィギュレーションレ

ジスタ番号 
USB ホスト・コントローラ・ベー
スアドレス 

パラメータの範囲 0x10 32bit データ 
戻り値 Status 
戻り値の内容 PciConfigWrite が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0→正常終了 

1→異常終了 
 

関数名 UsbhdInit 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 void 
戻り値の内容 無し 
戻り値の範囲 無し 

 

関数名 UsbhdMemInit 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 UsbhdMemInit が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0→正常終了 （エラー通知無し） 

関数名 romp_init 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 void 
戻り値の内容 無し 
戻り値の範囲 無し 

関数名 PciInit 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 void 
戻り値の内容 無し 
戻り値の範囲 無し 
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関数名 chip_init 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 void 
戻り値の内容 無し 
戻り値の範囲 無し 

 

3.4 初期化動作 

初期化時の関数の動作を示す。各関数は initial関数からコールされる。各関数の戻り値はvoidであり、

戻りメッセージは省略している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  初期化関数動作 
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4. コントロール転送 

コントロール転送における関数の相関図、仕様、動作を示す。 

4.1 コントロール転送関数相関図 

1 個目の USB デバイス接続、または、ユーザアプリケーションがハブのダウンストリームポートに接続さ
れる 3 個目の USB デバイスにアクセスする場合、UsbFunctionInit 関数を実行する。そして、エニュメレー
ションで各関数を実行する。 

ハブクラスのクラスコマンドはハブのエニュメレーション完了後、またはハブのダウンストリームポート
への USB デバイス検出待ち状態で、ハブの状態取得、ハブのダウンストリームポートのリセット、有効化、
状態取得時等に実行される。 

マスストレージクラスのクラスコマンドはエニュメレーション完了後、マスストレージデバイスの初期化
時に実行される。 

コミュニケーションクラスのクラスコマンドはコミュニケーションクラスレイヤーからの要求で実行され
る。 
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図 4  コントロール転送の関数相関関係 
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4.2 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 

UsbFunctionInit 

1 個目の USB デバイス接続、またはユーザアプリケーショ

ンがハブのダウンストリームポートに接続される 3 個目の

USB デバイスにアクセスする場合、呼び出される。 
USB デバイスに対するアドレス設定、ディスクリプタ情

報を取得する関数を呼び出す。また、ハブのデバイス接

続先のダウンストリームポートを有効にする。 
１．標準デバイスリクエストデータ(デバイス)を取得

し、ドライバ構造体(USBHD_DEV_INFO)にエンドポイ

ント 0 の 大パケットサイズを設定する。 
２．USB デバイスにアドレスを割り当てる。 
３．標準デバイスリクエストデータ(デバイス)を取得す

る。 
４．標準デバイスディスクリプタ(コンフィギュレーショ

ン)を取得し、ドライバ構造体に標準デバイスディスクリ

プタ(コンフィギュレーション)長、インタフェース数、

コンフィギュレーション値を設定する。 
５．標準デバイスディスクリプタ(コンフィギュレーショ

ン)の全てを取得し、ドライバ構造体に全インタフェース

( 大 3 個)のエンドポイント情報を設定する。 
６．USB デバイスのエニュミレーションを完了する。 
７．ハブのダウンストリームポートに接続された USB デ

バイスの検出を待つ。USB デバイスを検出した場合、対

応するダウンストリームポートを有効にする。 

ControlProcess 

セットアップデータ転送処理時呼び出される。 
１．送受信用の ED、セットアップステージ用 TD、デー

タステージ用 TD、ステータスステージ用 TD 領域を取得

する。 
２．ED に各種パラメータを設定し、セットアップステー

ジ用 TD の Current Buffer Pointer に標準デバイスリクエ

ストデータ(8byte)を設定する。 
３．データステージが存在しイン転送の場合、データス

テージ用 TD にデータ受信用のバッファを設定する。 
４. データステージが存在しアウト転送の場合、データ

ステージ用 TD にデータ送信用のバッファを設定する。

５．ED と TD をリンクさせ、ED のアドレスを

ControlHeadED レジスタに設定し、HcCommandStatus
レジスタに 0x02 を書き込み、コントロール転送を開始

する。 
６．転送終了後 Done キューを確認し、正常に転送が終

了していることを確認する。 

DescriptorInitGet 

USB デバイスへのアドレス割り当て前に、USB デバイス

から標準デバイスディスクリプタ(デバイス)を 大 64バ

イト取得する。 
１．標準デバイスリクエストデータ(8byte)を作成し、リ

クエストに Get Descriptor (0x06)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。
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関数名 内容 

AddressSet 

USB デバイスにアドレスを割り当てる。 
１．標準デバイスリクエストデータ(8byte)を作成し、リ

クエストに Set Address(0x05)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

DescriptorGet 

USB デバイスから標準デバイスディスクリプタ(デバイ

ス)を取得する。 
１．標準デバイスリクエストデータ(8byte)を作成し、リ

クエストに Get Descriptor (0x06)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

DescriptorConfigGet USB デバイスから標準デバイスディスクリプタ(コン

フィギュレーション)を取得する(9byte)。 
１．標準デバイスリクエストデータ(8byte)を作成し、リ

クエストに Get Descriptor (0x06)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

DescriptorConfigAllGet USB デバイスから標準デバイスディスクリプタ(コン

フィギュレーション)を取得する(全コンフィギュレー

ションディスクリプタ)。 
１．標準デバイスリクエストデータ(8byte)を作成し、リ

クエストに Get Descriptor (0x06)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

GetHubDescriptor USB デバイスからハブディスクリプタを取得する。 
１．クラスリクエストデータ(8byte)を作成し、リクエス

トに Get Descriptor (0x06)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

DeviceStatusGet USB デバイスから DeviceStatus を取得する。 
１．標準デバイスリクエストデータ(8byte)を作成し、リ

クエストに GetStatusRequest(0x00)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

ConfigurationSet USB デバイスに Set Configurtion を発行する。 
１．標準デバイスリクエストデータ(8byte)を作成し、リ

クエストに Set Configuration(0x09)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

GetHubStatus USB デバイスから HubStatus を取得する。 
１．クラスリクエストデータ(8byte)を作成し、リクエス

トに GetStatusRequest(0x00)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

SetPortFeature USB デバイスに SetPortFeature を発行する。 
１．クラスリクエストデータ(8byte)を作成し、リクエス

トに SetFeastureRequest(0x03)、インデックスに対象

ポート番号を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

ClearPortFeature USB デバイスに ClearPortFeature を発行する。 
１．クラスリクエストデータ(8byte)を作成し、リクエス

トに ClearFeatureRequest(0x01)、インデックスに対象

ポート番号を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。
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関数名 内容 
GetPortStatus USB デバイスに GetPortStatus を発行する。 

１．クラスリクエストデータ(8byte)を作成し、リクエス

トにGetStatusRequest(0x00) 、インデックスに対象ポー

ト番号を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

MaxLUNGet USB デバイスに MaxLUNGet を発行する。 
１．クラスリクエストデータ(8byte)を作成し、リクエス

トに GetMaxLun (0xFE)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

SetLineCoding USB デバイスに SetLineCoding を発行する。 
１．クラスリクエストデータ(8byte)を作成し、リクエス

トに SetLineCoding (0x20)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

GetLineCoding USB デバイスに GetLineCoding を発行する。 
１．クラスリクエストデータ(8byte)を作成し、リクエス

トに GetLineCoding (0x21)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

SetControlLineState USB デバイスに SetControlLineState を発行する。 
１．クラスリクエストデータ(8byte)を作成し、リクエス

トに SetControlLineState (0x22)を設定する。 
２．ControlProcess を呼び出し、転送処理を実行する。

 

4.3 関数インタフェース 

各関数のインタフェースを示す。ドライバ構造体(=UsbDevInfo)の詳細は第14章で示す。 

関数名 UsbFunctionInit 
パラメータ UsbDevInfo dev_num 
パラメータの
内容 

ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) デバイス番号 

パラメータの
範囲 

NULL 以外 0, 1, 2 

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 UsbFunctionInit が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 ControlProcess 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ControlProcess が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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関数名 DescriptorInitGet 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 DescriptorGet が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 AddressSet 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 AddressSet が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 DescriptorGet 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 DescriptorGet が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 DescriptorConfigGet 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 DescriptorConfigGet が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 DescriptorConfigAllGet 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 DescriptorConfigAllGet が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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関数名 GetHubDescriptor 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 GetHubDescriptor が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 DeviceStatusGet 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 DeviceStatusGet が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 ConfigurationSet 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ConfigurationSet が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 GetHubStatus 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 GetHubStatus が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 SetPortFeature 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 SetPortFeature が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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関数名 ClearPortFeature 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ClearPortFeature が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 GetPortStatus 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 GetPortStatus が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 MaxLUNGet 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 MaxLUNGet が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 SetLineCoding 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 SetLineCoding が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 GetLineCoding 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 GetLineCoding が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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関数名 SetControlLineState 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 SetControlLineState が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

4.4 コントロール転送動作 

コントロール転送時の関数の動的な振る舞いを示す。 

コントロール転送には、エニュメレーション時の動作とクラスコマンド発行時の動作がある。 

(1) エニュメレーション時 

1 個目の USB デバイス接続、または、ユーザアプリケーションがハブのダウンストリームポートに接続さ

れる 3 個目の USB デバイスにアクセスする場合、UsbFunctionInit が実行される。デバイス接続時の割り込

み発生時の詳細は、第13章を参照してください。 

エニュメレーション時の動作を 

図 5に示す。 

DescriptorInitGet 関数で USB デバイスの 大パケットサイズを取得後、AddressSet 関数で USB デバイス

に対するアドレスを設定し、DescriptorGet 関数などで USB デバイスの情報を取得する。また、USB デバイ

スがハブの場合、ハブディスクリプタも取得する。取得した情報はドライバ構造体に格納する。 

(2) クラスコマンド発行時 

クラスコマンド発行時の動作をコミュニケーションクラスの SetLineCoding と GetLineCoding の場合につ

いて図 6に示す。 

アプリケーションから転送速度、ビット長等の通信パラメータ設定要求があると、SetLineCoding コマン

ドで通信パラメータを USB デバイスに設定する。 

アプリケーションから転送速度、ビット長等の通信パラメータ取得要求があると、GetLineCoding コマン

ドで通信パラメータを USB デバイスから取得する。 

他のハブクラス、マスストレージクラス、コミュニケーションクラスのクラスコマンドも同様な動作であ

り、説明は省略する。 
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図 5  コントロール転送関数動作（エニュミレーション時） 
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図 6  コントロール転送関数動作（クラスコマンド発行時） 
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5. インタラプトイン転送 

インタラプトイン転送における関数の相関図、仕様、動作を示す。 

5.1 インタラプトイン転送関数相関図 

ハブのエニュメレーション完了後、ハブのダウンストリームポートを有効にする ActiveHubPort 関数を実
行する。そして、ActiveHubPort 関数内の SetInterruptInProcess 関数でハブの状態変化を検出するインタラ
プトイン転送を開始する。 

 

 

 

 

 

 

 

図 7  インタラプトイン転送の関数相関関係（ハブクラス） 

 

5.2 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 

ActiveHubPort 

ハブのエニュメレーション完了後、呼び出される。 
ハブの状態変化を検出し、ハブのデバイス接続先のダウン

ストリームポートを有効にする。 
１．ハブの状態変化を検出するインタラプトイン転送を

開始する。 
２．デバイス接続済みのダウンストリームポートを全て

Powered-off 状態から Disconnected 状態に遷移させる。

３．インタラプトイン転送によりハブの状態変化を待つ。

４．デバイス接続済みのダウンストリームポートの 1 個

をリセットする。 
５．インタラプトイン転送によりハブの状態変化を待つ。

６．４．でリセットしたダウンストリームポートが

Enable 状態であることを確認する。 

SetInterruptInProcess 

ハブの状態変化を検出するインタラプトイン転送設定時

呼び出され、インタラプトイン転送を開始する。 
１．32 個の ED 領域、1 個の TD 領域を取得する。 
２．ED に各種パラメータを設定する。 
３．TD に各種パラメータを設定する。 
４．32 個の ED を TD とリンクさせる。 
５．エンドポイントディスクリプタのインターバルを判

定し、ED の Skip ビットを設定する。 
６．32個のEDのアドレスをHCCAのHccaInterruptTable
に設定し、インタラプトイン転送を開始する。 

 

ActiveHubPort SetInterruptInProcess ハブのエニュメレーション 

完了後 

関数の依存関係を示す。

関数を示す。 
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5.3 関数インタフェース 

各関数のインタフェースを示す。ドライバ構造体(=UsbDevInfo)の詳細は第14章で示す。 

 

関数名 ActiveHubPort 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ActiveHubPort が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 SetInterruptInProcess 
パラメータ UsbDevInfo Num 
パラメータの
内容 

ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) インタフェース番号

パラメータの
範囲 

NULL 以外 0, 1, 2 

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 SetInterruptInProcess が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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5.4 インタラプトイン転送動作 

インタラプトイン転送は、図 8に示すように HCCA (Host Controller Communication Area)の
HccaInterruptTable フィールドへ 32 個の ED (Endpoint Descriptor)アドレスを設定することで開始する。

HC (Host Controller)は各 ED アドレスを 32msec 間隔でポーリングする。そして、ポーリングした ED
に TD (Transfer Descriptor)がリンクされていれば ED と TD に従いインタラプトイン転送を行う。図 8
は、インターバルが 8msec の場合を示しており、4 個の ED である IntInED[0]～IntINED[3]を IntInTD と

リンクさせ、その後、ED を均等に配置する置換をすることで、インターバルが 8msec のインタラプト

イン転送が HC により行われる。 

インタラプトイン転送時の関数の動作を図 9に示す。 

 

図 8  インタラプトイン転送での ED/TD 設定 
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図 9  インタラプトイン転送関数動作 
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6. バルク転送（マスストレージクラス） 

マスストレージクラスでのバルク転送における関数の相関図、仕様、動作を示す。 

 

6.1 バルク転送関数相関図 

ファイルシステムから ATACommandExecute 関数が呼び出され、ATAPI コマンドに変換し、バルク転送
を実行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10  バルク転送の関数相関関係（マスストレージクラス） 
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6.2 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 

ATACommandExecute 
FATfilesystem から呼び出される。 
Filesystem からのコマンドにより、AtaWrite10 等の関数
を実行する。 

AtaRead10 
読み出すブロック番号、受信バッファ領域等を格納する
データ構造体を作成し、MassStorageClassExecute 関数
を呼び出す。 

AtaWrite10 
書き込むブロック番号、データ領域等を格納するデータ
構造体を作成し、MassStorageClassExecute 関数を呼び
出す。 

AtaModeSense6 
モードセンステーブルを読み込む。 
受信バッファ領域等を格納するデータ構造体を作成
し、MassStorageClassExecute 関数を呼び出す。 

AtaInquiry 
Inquiry テーブルを読み込む。 
受信バッファ領域等を格納するデータ構造体を作成
し、MassStorageClassExecute 関数を呼び出す。 

AtaRequestSence 
センスデータを読み込む。 
受信バッファ領域等を格納するデータ構造体を作成
し、MassStorageClassExecute 関数を呼び出す。 

AtaReadFormatCapacities 
ReadFormatCapacity テーブルを読み込む。 
受信バッファ領域等を格納するデータ構造体を作成
し、MassStorageClassExecute 関数を呼び出す。 

AtaReadCapacitys 
ReadCapacity テーブルを読み込む。 
受信バッファ領域等を格納するデータ構造体を作成
し、MassStorageClassExecute 関数を呼び出す。 

MassStorageClassExecute 

ド ラ イ バ 構 造 体 を 解 析 し 、 CBWStageExecute 、
DataInStageExecute 、 DataOutStageExecute 、
CSWStageExecute 関数を呼び出す。 
転送終了後、正常に転送が終了できたことを確認する。
転送が異常終了した場合、再送処理等を行う。 

CBWStageExecute 
CBW データを作成し、BulkTransExecute 関数を呼び出
す。 

DataInStageExecute 
データ受信用領域を設定し、BulkTransExecute 関数を呼
び出す。 

DataOutStageExecute 
データ送信用領域の設定をし、BulkTransExecute 関数を
呼び出す。 

CSWStageExecute 
CSW データを作成し、BulkTransExecute 関数を呼び出
す。 

BulkTransExecute 
コマンドを解析し、BulkOutProcess、BulkInProcess 関
数を呼び出す。 
転送終了後、終了ステータスを確認する。 

BulkOutProcess 

１．バルクアウト用 ED、データ用 TD 領域を取得する。
２．Current Buffer Pointer にデータ送信用アドレスを設
定する。 
３．ED と TD をリンクさせ、ED のアドレスを
HcBulkHeadED レジスタに設定し、HcCommandStatus
レジスタに 0x04 を書き込み、バルク転送を開始する。
４．転送終了後 Done キューを確認し、正常に転送が終
了できたことを確認する。 
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関数名 内容 

BulkInProcess 

１．バルクイン用 ED、データ用 TD 領域を取得する。 
２．Current Buffer Pointer にデータ受信用アドレスを設
定する。 
３．ED と TD をリンクさせ、ED のアドレスを
HcBulkHeadED レジスタに設定し、HcCommandStatus
レジスタに 0x04 を書き込み、バルク転送を開始する。
４．転送終了後 Done キューを確認し、正常に転送が終
了できたことを確認する。 

 

6.3 関数インタフェース 

各関数のインタフェースを示す。USBDevInfo の詳細は第14章で示す。 

関数名 ATACommandExecute 
パラメータ UsbDevInfo Command 

パラメータの内容 ドライバ構造体 コマンド種別 
パラメータの範囲 NULL 以外 ATA_INQUIRY、ATA_RREAD_FORMAT、 

ATA_RREAD_CAPACITY、ATA_RREAD_10、
ATA_MODE_SENCE6、 
ATA_REQUEST_SENCE、 
ATA_WRITE_10 

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ATACommandExecute が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 AtaRead10 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 AtaRead10 が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 AtaWrite10 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 AtaWrite10 が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 AtaModeSense6 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 AtaModeSense6 が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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関数名 AtaInquiry 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 AtaInquiry が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 

 

関数名 AtaRequestSence 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 AtaRequestSence が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 AtaReadFormatCapacities 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 AtaReadFormatCapacities が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 AtaReadCapacity 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 AtaReadCapacity が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 MassStorageClassExecute 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 MassStorageClassExecute が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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関数名 CBWStageExecute 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 CBWStageExecute が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 DataInStageExecute 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 DataInStageExecute が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 DataOutStageExecute 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 DataOutStageExecute が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 CSWStageExecute 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 CSWStageExecute が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 BulkTransExecute 
パラメータ UsbDevInfo Command Num 
パラメータ
の内容 

ドライバ構造体(USB デバイ
ス情報、転送情報) 

コマンド種別 インタフェース
番号 

パラメータ
の範囲 

NULL 以外 BULK_OUT_COMMAND、 
BULK_IN_COMMAND 

0, 1, 2 

戻り値 STATUS 
戻り値の内
容 

BulkTransExecute が正常終了したかを判断する 

戻り値の範
囲 

0 →正常終了 
0 以外 →異常終了 
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関数名 BulkOutProcess 
パラメータ UsbDevInfo Num 
パラメータの
内容 

ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) インタフェース番号 

パラメータの
範囲 

NULL 以外 0, 1, 2 

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 BulkOutProcess が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 BulkInProcess 
パラメータ UsbDevInfo Num 
パラメータの
内容 

ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) インタフェース番号 

パラメータの
範囲 

NULL 以外 0, 1, 2 

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 BulkInProcess が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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6.4 Read/Write 動作 

AtaRead10/AtaWrite10 実行時の動作を示す。 

ファイルシステムからのアクセスで ATACommandExecute 関数が実行され、アクセスの種類により

AtaRead10/Write10 関数等が実行される。AtaRead10/Write10 関数等から MassStorageClassExecute 関数が

呼び出され、バルク転送を行う。 

 

図 11  Read/Write 関数動作 

MassStorageClassExecute

ATACommandExecute 

AtaRead10/AtaWrite10 

CBWStageExecute

DataInStageExecute / 

DataOutStageExecute 

CSWStageExecute

AtaRead/Write10 
(UsbDevInfo) 

Filesystem アクセス 

MassStorageClassExecute 
(UsbDevInfo) 

CBWStageExecute 
(UsbDevInfo) 

DataInStageExecute/ 
DataOutStageExecute  

(UsbDevInfo) 

CSWStageExecute 
(UsbDevInfo) 
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7. バルク転送（コミュニケーションクラス） 

コミュニケーションクラスでのバルク転送における関数の相関図と仕様を示す。 

 

7.1 バルク転送関数相関図 

コミュニケーションクラスインタフェースの ComRead、ComWrite 関数から CommunicationClassExecute
関数が呼び出され、バルク転送を実行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12  バルク転送の関数相関関係（コミュニケーションクラス） 

CommunicationClassExec
t

COMReadExecute 

COMWriteExecute 

BulkTransExecute 
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関数の依存関係を示す。

関数を示す。 
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7.2 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 

ComRead 
ユーザアプリケーションから読み出し要求として呼び
出される。 
CommunicationClassExec の関数を実行する。 

ComWrite 
ユーザアプリケーションから書き込み要求として呼び
出される。 
CommunicationClassExec の関数を実行する。 

CommunicationClassExecute 

ド ラ イ バ 構 造 体 を 解 析 し 、 COMReadExecute 、
COMWriteExecute 関数を呼び出す。 
転送終了後、正常に転送が終了できたことを確認する。
転送が異常終了した場合、再送処理等を行う。 

COMReadExecute 
データ受信用領域を設定し、BulkTransExecute 関数を呼
び出す。 

COMWriteExecute 
データ送信用領域の設定をし、BulkTransExecute 関数を
呼び出す。 

BulkTransExecute 
コマンドを解析し、BulkOutProcess、BulkInProcess 関
数を呼び出す。 
転送終了後、終了ステータスを確認する。 

BulkOutProcess 

１．バルクアウト用 ED、データ用 TD 領域を取得する。
２．Current Buffer Pointer にデータ送信用アドレスを設
定する。 
３．ED と TD をリンクさせ、ED のアドレスを
HcBulkHeadED レジスタに設定し、HcCommandStatus
レジスタに 0x04 を書き込み、バルク転送を開始する。
４．転送終了後 Done キューを確認し、正常に転送が終
了できたことを確認する。 

BulkInProcess 

１．バルクイン用 ED、データ用 TD 領域を取得する。 
２．Current Buffer Pointer にデータ受信用アドレスを設
定する。 
３．ED と TD をリンクさせ、ED のアドレスを
HcBulkHeadED レジスタに設定し、HcCommandStatus
レジスタに 0x04 を書き込み、バルク転送を開始する。
４．転送終了後 Done キューを確認し、正常に転送が終
了できたことを確認する。 

 

7.3 関数インタフェース 

各関数のインタフェースを示す。USBDevInfo の詳細は第14章で示す。なお、BulkTransExecute、 

BulkOutProcess、BulkInProcess については第6.3節を参照ください。 

関数名 ComRead 
パラメータ buffer CntByte 

パラメータの内容 受信データバッ
ファ 

受信要求バイト数 

パラメータの範囲 NULL 以外 1 ～ 64 
戻り値 読み出し完了バイト数 
戻り値の内容 ComRead の正常終了と読み出し完了バイト数の情報 
戻り値の範囲 1 以上 読み出し完了バイト数 

-1 以下 →異常終了 
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関数名 ComWrite 
パラメータ buffer CntByte 

パラメータの内容 送信データバッ
ファ 

送信要求バイト数 

パラメータの範囲 NULL 以外 1 ～ 64 
戻り値 書き込み完了バイト数 
戻り値の内容 ComWrite の正常終了と読み出し完了バイト数の情報 
戻り値の範囲 1 以上 書き込み完了バイト数 

-1 以下 →異常終了 
 

関数名 CommunicationClassExecute 
パラメータ UsbDevInfo Command 

パラメータの内容 ドライバ構造体 
(USB デバイス情報、転送情報) 

コマンド種別 

パラメータの範囲 NULL 以外 COMReadExecute、 
COMWriteExecute 

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 CommunicationClassExecute が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 COMReadExecute 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 COMReadExecute が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 COMWriteExecute 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 COMWriteExecute が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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8. ディスクリプタ生成 

ディスクリプタ生成における関数の相関図、仕様、動作を示す。 

8.1 ディスクリプタ生成関数相関図 

ディスクリプタ生成関数相関図を示す。ED、TD は UsbhdMemInit 関数で生成される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13  ディスクリプタ生成の関数相関関係 
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8.2 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 
UsbhdMemInit ED、TD のパラメータを取得し、EDInit 関数、GTDInit

関数を呼び出す。 
EDInit ED 用ディスクリプタ領域を初期化する。 
GTDInit TD 用ディスクリプタ領域を初期化する。 
UsbMemoryInit USB デバイス接続時、コントロール転送、バルク転送用

バッファを初期化する。 
ControlBufferMalloc コントロール転送で使用するデータ領域の確保を行う。
BulkBufferMalloc バルク転送とインタラプトイン転送で使用するデータ

領域の確保を行う。 
DescriptorBufferMalloc ED と TD の設定を行う。 

コントロール転送は、ED が 1 個、TD が 4 個となる。
バルク転送は、インタフェース毎（3 個）に ED が 2 個、
TD が 4 個となる。 
インタラプトイン転送は、ED が 32 個、TD が 2 個とな
る。 

EdDescriptorCreate ED 領域から１つの ED を割り当て、そのアドレスを返
す。 

GtdDescriptorCreate TD 領域から１つの TD を割り当て、そのアドレスを返
す。 

AllocateED ED 領域から未使用の ED を検索し、そのアドレスを返
す。 

AllocateGTD TD 領域から未使用の TD を検索し、そのアドレスを返
す。 

EdDescriptorFree 指定された ED をチェーンから外し、未使用状態に更新
する。 

GtdDescriptorFree 指定された TD をチェーンから外し、未使用状態に更新
する。 
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8.3 関数インタフェース 

各関数のインタフェースを示す。 

関数名 UsbhdMemInit 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 UsbhdMemInit が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

 

関数名 EDInit 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 EDInit が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

 

関数名 GTDInit 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 GTDInit が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

 

関数名 UsbMemoryInit 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 UsbMemoyInit が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

0 以外 → 異常終了 
 

関数名 ControlBufferMalloc 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ControlBufferMalloc が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

0 以外 → 異常終了 
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関数名 BulkBufferMalloc 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 BulkBufferMalloc が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

0 以外 → 異常終了 
 

関数名 DescriptorBufferMalloc 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 DescriptorBufferMalloc が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

0 以外 → 異常終了 
 

関数名 EdDescriptorCreate 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 USBHD_ED_DESC 
戻り値の内容 割り当てる ED のアドレス 
戻り値の範囲 NULL 以外 → 正常終了 

NULL → 空き ED 無し 
 

関数名 GtdDescriptorCreate 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 USBHD_GTD_DESC 
戻り値の内容 割り当てる TD のアドレス 
戻り値の範囲 NULL 以外 → 正常終了 

NULL → 空き TD 無し 
 

関数名 AllocateED 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 DESC_ED_MEMORY 
戻り値の内容 未使用 ED のアドレス 
戻り値の範囲 NULL 以外 → 正常終了 

NULL → 空き ED 無し 
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関数名 AllocateGTD 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 DESC_GTD_MEMORY 
戻り値の内容 未使用 TD のアドレス 
戻り値の範囲 NULL 以外 → 正常終了 

NULL → 空き TD 無し 
 

関数名 EdDescriptorFree 
パラメータ ED 
パラメータの内容 開放する ED のアドレス 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 EdDescriptorFree が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

-1 → 異常終了 
 

関数名 GtdDescriptorFree 
パラメータ GTD 
パラメータの内容 開放する TD のアドレス 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 GtdDescriptorFree が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

-1 → 異常終了 
 

8.4 ED/TD 取得動作 

ED/TD 取得時の動作を示す。 

UsbhdMemInit で DE、TD のベースアドレスを設定し、EDInit/GTDInit を呼び出す。 

 

図 14  ED/TD 取得関数動作 
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8.5 ED/TD 設定動作 

ED/TD 設定時の動作を示す。 

UsbMemoryInit でコントロール転送、バルク転送、インタラプトイン転送の ED、TD 領域を設定する。ま
た、コントロール転送、バルク転送、インタラプトイン転送で使用するデータ領域の確保をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15  ED/TD 設定関数動作 
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9. アプリケーション（マスストレージクラス） 

アプリケーション（マスストレージクラス）における関数の相関図、仕様、動作を示す。 

 

9.1 アプリケーション相関図 

アプリケーションの関数相関図を示す。 

FAT ファイルシステムはルネサス製ファイルシステムである M3S-TFAT-Tiny（以下、TFAT）を使用して
います。 

本章ではアプリケーションで使用する代表的な関数の使用方法を説明します。その他関数の使用方法につ
いては TFAT アプリケーションノート[5]を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

¥
 

図 16  アプリケーションの関数相関関係 

9.2 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 
apltask_msc main 関数から呼ばれ、アプリケーション処理を実行す

る。 
R_tfat_f_mount FAT ファイルシステム作業領域を登録し、下位のドライ

バと関連付けます。 
R_tfat_f_mkdir ディレクトリを作成します。 
R_tfat_f_open 既存のファイルを開きます。または、新規にファイルを

作成します。 
R_tfat_f_write ファイルにデータを書き込みます。 
R_tfat_f_read ファイルからデータを読み出します。 
R_tfat_f_close 開いているファイルを閉じます。 

 

main 

R_tfat_f_closeR_tfat_f_write R_tfat_f_open R_tfat_f_mount 

apltask_msc
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TFAT 
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9.3 関数インタフェース 

各関数のインタフェースを示す。 

関数名 apltask_msc 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 apltask_msc が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0→正常終了 

-1→異常終了 
 

関数名 R_tfat_f_mount 
パラメータ 論理ドライブ番号 作業領域 
パラメータの内容 作業領域を登録または解除する論

理ドライブ番号 
作業領域へのポインタ 

パラメータの範囲 常に 0 NULL 以外 
戻り値 登録または解除の結果 
戻り値の内容 R_tfat_f_mount が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 TFAT_FR_OK→正常終了 

TFAT_FR_OK 以外→異常終了 
 

関数名 R_tfat_f_mkdir 
パラメータ ディレクトリ名 
パラメータの内容 作成するディレクトリ名へのポインタ 
パラメータの範囲 ASCII コード、ショートファイル名（8.3 形式） 
戻り値 ディレクトリ作成結果 
戻り値の内容 R_tfat_f_mkdir が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 TFAT_FR_OK→正常終了 

TFAT_FR_OK 以外→異常終了 
 

関数名 R_tfat_f_open 
パラメータ ファイルポインタ ファイル名 属性 
パラメータの
内容 

開いたファイルの
情報を格納する構
造体へのポインタ 

開くファイル名 ファイルの属性 

パラメータの
範囲 

NULL 以外 ASCII コード、 
ショートファイル名
（8.3 形式） 

例： 
TFAT_FA_OPEN_ALWAYS： 
ファイルを開く 
存在しない場合、新規に作成する 
TFAT_FA_WRITE：書き込み可能 
TFAT_FA_READ：読み出し可能 

戻り値 ファイルを開いた（または作成）結果 
戻り値の内容 R_tfat_f_open が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 TFAT_FR_OK→正常終了 

TFAT_FR_OK 以外→異常終了 
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関数名 R_tfat_f_write 
パラメータ ファイルポインタ バッファ 要求サイズ 完了サイズ 
パラメータの内容 開いたファイルの情

報を格納する構造体
へのポインタ 

書き込みデー
タバッファ 

書き込み要求サ
イズ（バイト数） 

書き込み完了サイズ
（バイト数） 

パラメータの範囲 R_tfat_f_open で 取
得したファイルポイ
ンタ 

NULL 以外 NULL 以外 - 

戻り値 データ書き込み結果 
戻り値の内容 R_tfat_f_write が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 TFAT_FR_OK→正常終了 

TFAT_FR_OK 以外→異常終了 
 

関数名 R_tfat_f_read 
パラメータ ファイルポインタ バッファ 要求サイズ 完了サイズ 
パラメータの内容 開いたファイルの情

報を格納する構造体
へのポインタ 

読み出しデー
タバッファ 

読み出し要求サ
イズ（バイト数） 

読み出し完了サイズ
（バイト数） 

パラメータの範囲 R_tfat_f_open で 取
得したファイルポイ
ンタ 

NULL 以外 NULL 以外 - 

戻り値 データ読み出し結果 
戻り値の内容 R_tfat_f_read が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 TFAT_FR_OK→正常終了 

TFAT_FR_OK 以外→異常終了 
 

関数名 R_tfat_f_close 
パラメータ ファイルポインタ 
パラメータの内容 開いたファイルの情報を格納する構造体へのポインタ 
パラメータの範囲 R_tfat_f_open で取得したファイルポインタ 
戻り値 ファイルを閉じた結果 
戻り値の内容 R_tfat_f_close が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 TFAT_FR_OK→正常終了 

TFAT_FR_OK 以外→異常終了 
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9.4 アプリケーション動作 

サンプルアプリケーションは下記の動作をする。 

- ファイルをルートに 10 個のファイル作成 

- ディレクトリを作成し、作成したディレクトリに 10 個のファイル作成 

- ブロック(512 バイト)単位で、書き込み後、読み出してデータ比較（1 ブロック～40 ブロック） 

- バイト単位で、書き込み後、読み出してデータ比較（1 バイト～1024 バイト） 

図 17には書き込み後、読み出してデータ比較をする例を示しています。 

 

図 17  アプリケーション動作 
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10. アプリケーション（コミュニケーションクラス） 

アプリケーション（コミュニケーションクラス）における関数の相関図、仕様、動作を示す。 

 

10.1 アプリケーション相関図 

アプリケーションの関数相関図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18  アプリケーションの関数相関関係  
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10.2 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 
apltask_com main 関数から呼ばれ、アプリケーション処理を実行す

る。 
ComInit USB デバイスから初期通信状態を取得する。 
ComOpen 開始フラグを設定する。 
ComClose 開始フラグを解除する。 
ComGetStatus USB デバイスから通信パラメータを取得する。 
ComIOCtrl USB デバイスへ通信パラメータを設定する。 
ComIOSet USB デバイスへキャリア制御信号を送信する。 
ComWrite 書き込みバッファのポインタ、書き込み要求バイト数を

指定し書き込みを実行する。 
ComRead 読み出しバッファのポインタ、読み出し要求バイト数を

指定し読み出しを実行する。 
 

10.3 関数インタフェース 

各関数のインタフェースを示す。 

関数名 apltask_com 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 apltask_com が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 ComInit 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ComInit が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 ComOpen 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ComOpen が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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関数名 ComClose 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 無し 

 

関数名 ComGetStatus 
パラメータ param 
パラメータの内容 通信パラメータ構造体(転送速度、ストップビット、パリティ、デー

タビット) 
パラメータの範囲 転送速度：115200（115200bps）、57600（57600bps）、38400

（38400bps）、14400（14400bps）、9600（9600bps）、4800 （4800bps）
ストップビット：0（1 ビット）、1（1.5 ビット）、2（2 ビット）
パリティ：0（None）、1（Odd）、2（Even）、3（Mark）、4（Space）
データビット：5（5 ビット）、6（6 ビット）、7（7 ビット）、8
（8 ビット）、16（16 ビット） 

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ComGetStatus が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 ComIOCtrl 
パラメータ param 
パラメータの内容 通信パラメータ構造体(転送速度、ストップビット、パリティ、デー

タビット) 
パラメータの範囲 転送速度：115200（115200bps）、57600（57600bps）、38400

（38400bps）、14400（14400bps）、9600（9600bps）、4800 （4800bps）
ストップビット：0（1 ビット）、1（1.5 ビット）、2（2 ビット）
パリティ：0（None）、1（Odd）、2（Even）、3（Mark）、4（Space）
データビット：5（5 ビット）、6（6 ビット）、7（7 ビット）、8
（8 ビット）、16（16 ビット） 

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ComIOCtrl が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 ComIOSet 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ComIOSet が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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関数名 ComWrite 
パラメータ buffer CntByte 

パラメータの内容 送信データバッ
ファ 

送信要求バイト数 

パラメータの範囲 NULL 以外 1 ～ 64（バイト） 
戻り値 書き込み完了バイト数 
戻り値の内容 ComWrite の正常終了と読み出し完了バイト数の情報 
戻り値の範囲 1 以上 書き込み完了バイト数 

-1 以下 →異常終了 
 

関数名 ComRead 
パラメータ buffer CntByte 

パラメータの内容 受信データバッ
ファ 

受信要求バイト数 

パラメータの範囲 NULL 以外 1 ～ 64（バイト） 
戻り値 読み出し完了バイト数 
戻り値の内容 ComRead の正常終了と読み出し完了バイト数の情報 
戻り値の範囲 1 以上 読み出し完了バイト数 

-1 以下 →異常終了 
 

10.4 アプリケーション動作 

アプリケーションは下記の動作をする。また、動作フローを図 19に示す。 

1. USB デバイスへのアクセスを開始する。(ComOpen 実行) 

2. 通信パラメータを設定する。(ComIOCtrl 実行) 

3. 2.で設定した通信パラメータを取得し、確認する。(ComGetStatus 実行) 

4. キャリア制御信号を送信する。(ComIOSet 実行) 

5. 再度、通信パラメータを設定する。(ComIOCtrl 実行) 

6. 5.で設定した通信パラメータを取得し、確認する。(ComGetStatus 実行) 

7. データを書き込む。(ComWrite 実行) 

8. データ書き込み後の通信パラメータを取得し、確認する。(ComGetStatus 実行) 

9. データを読み出す。(ComRead 実行) 

10. アクセスを終了する。(ComClose 実行) 

1.から 10.の動作を、データサイズを 1～64 バイト、通信パラメータを表 1に示す範囲で変更して繰り返す。 

 

表 1 通信パラメータ 

通信パラメータ 値（内容） 
転送速度 115200（115200bps）、57600（57600bps）、38400

（38400bps）、14400（14400bps）、9600（9600bps）、
4800 （4800bps） 

ストップビット 0（1 ビット）、1（1.5 ビット）、2（2 ビット） 
パリティ 0（None）、1（Odd）、2（Even）、3（Mark）、4（Space）
データビット 5（5 ビット）、6（6 ビット）、7（7 ビット）、8（8

ビット）、16（16 ビット） 
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図 19  アプリケーション動作 
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11. ハブクラスドライバ 

ハブクラスドライバの関数仕様を示す。 

 

11.1 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 
HubClassInit 
 

デバイス接続済みのダウンストリームポートを全て
Powered-off 状態から Disconnected 状態に遷移させる。

WaitHubChange インタラプトイン転送によりハブの状態変化を待つ。 

ResetHubPort デバイス接続済みのダウンストリームポートの 1個をリ
セットし、インタラプトイン転送によりリセットの完了
を待つ。 

ReadHubStatus インタラプトイン転送で受信したデータを格納する。 
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11.2 関数インタフェース 

各関数のインタフェースを示す。 

 

関数名 HubClassInit 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 HubClassInit が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 WaitHubChange 
パラメータ UsbDevInfo port 
パラメータの
内容 

ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) ポート番号 

パラメータの
範囲 

NULL 以外 0 ～ 6（ 大ポート数：7）

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 WaitHubChange が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 ResetHubPort 
パラメータ UsbDevInfo port 
パラメータの
内容 

ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) ポート番号 

パラメータの
範囲 

NULL 以外 0 ～ 6（ 大ポート数：7）

戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ResetHubPort が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
 

関数名 ReadHubStatus 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ReadHubStatus が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 
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12. 階層構造 

USB ホストソフトウェアの階層構造を示す。 

12.1 階層構造図 

階層構造を図 20に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20  階層図 
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12.2 階層説明 

階層毎の関数名と処理内容を示す。 

階層 主な関数名 説明 
アプリケーション apltask_msc 

apltask_com 
アプリケーション・レイ
ヤーは、下位レイヤーに
データを送信、受信す
る。 

FAT ファイルシステム cfs_mountfs 
cfs_open 
cfs_write 
cfs_read 
cfs_close 
cfs_umountfs 

アプリケーション・レイ
ヤーからの要求でファ
イルのオープン、読み出
し、書き込み等の操作を
実行する。ブロック番
号、受信バッファのアド
レス、送信バッファアド
レスを下位レイヤーに
渡す。 

コミュニケーション 

インタフェース 

ComInit 
ComOpen 
ComClose 
ComRead 
ComWrite 
ComGetStatus 
ComIOCtrl 
ComIOSet 
 
 

アプリケーション・レイ
ヤーからの要求で USB
デバイスのオープン、制
御、読み出し、書き込み
等の操作を実行する。通
信パラメータ、受信バッ
ファのアドレス、送信
バッファアドレスを下
位レイヤーに渡す。 

ATAPI ATACommandExecute 
AtaReadFormatCapacities 
AtaModeSense6 
AtaInquiry 
AtaRead10 
AtaWrite10 
AtaReadCapacitys 
AtaRequestSence 

ファイルシステムから
の Read、Write コマンド
の要求を ATAPI コマン
ドに変換し、下位レイ
ヤーに渡す。 

マスストレージ MassStorageClassExecute 
CBWStageExecute 
DataInStageExecute 
DataOutStageExecute 
CSWStageExecute 

ATAPI レイヤーからの
ATAPI コマンド、書き込
み、読み出し用アドレス
を受け取り、CBW、デー
タ、CSW のバルク転送
を実行する。 

コミュニケーション CommunicationClassExecute 
COMReadExecute 
COMWriteExecute 
GetLineCodingExecute 
SetLineCodingExecute 
SetControlLineStateExecute 

コミュニケーションイ
ンタフェースレイヤー
からの USB デバイス制
御要求を受け取り、コ
ミュニケーションクラ
スコマンドを実行す
る。また、書き込み、読
み出し要求を受け取り
バルク転送を実行する。



 USB ホストソフトウェア 

R01AN1217JJ0102  Rev.1.02  Page 54 

2013.01.10  

階層 主な関数名 説明 
ハブ HubClassInit 

GetHubStatusExecute 
SetPortFeatureExecute 
ClearPortFeatureExecute 
GetPortStatusExecute 
WaitHubChange 
RsetHubPort 
ReadHubStatus 

ハブの制御でハブクラ
スコマンドを実行す
る。また、インタラプト
イン転送で受信した
データを格納する。 

USB ホストドライバ ControlProcess 
DescriptorInitGet 
AddressSet 
DescriptorGet 
DescriptorConfigGet 
DescriptorConfigAllGet 
GetHubDescriptor 
DeviceStatusGet 
ConfigurationSet 
GetHubStatus 
SetPortFeature 
ClearPortFeature 
GetPortStatus 
MaxLUNGet 
SetLineCoding 
GetLineCoding 
SetControlLineState 
BulkTransExecute 
BulkOutProcess 
BulkInProcess 
UsbhdInit 
ActiveHubPort 
SetInterruptInProcess 

コントロール転送を使
用し、USB デバイス接続
時のエニュメレーショ
ンやクラスコマンドを
実行する。 
マスストレージレイ
ヤーやコミュニケー
ションクラスレイヤー
からのデータ送受信要
求に従い、バルク転送を
実行する。 
ハブデバイス接続時に
はインタラプトイン転
送を実行する。 
PCI ブリッジドライバを
使用し、ホストドライバ
の初期化を行う。 

PCI ブリッジドライバ PciInit 
PciConfigRead 
PciConfigWrite 

PCI ブリッジを介して
OHCI ホストブリッジに
アクセスする。 

メモリモジュール UsbhdMemInit 
EDInit 
GTDInit 
UsbMemoyInit 
EdDescriptorCreate 
GtdDescriptorCreate 
AllocateED 
AllocateGTD 
EdDescriptorFree 
GtdDescriptorFree 

ED、TD 用メモリ領域を確
保する。 
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13. 割り込み 

割り込み発生時の関数相関図、仕様、動作を示す。 

13.1 アプリケーション相関図 

割り込み発生時の関数相関図を示す。 

USB デバイス接続され、RootHubStatusChange イベント発生した場合（ルートハブがポートの状態変化

を検出）、または、TD 処理が完了し WritebackDoneHead イベントが発生した場合、割り込みにより CPU
に通知される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 21  割り込み発生時の関数相関関係 
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13.2 関数説明 

関数名と処理内容を示す。 

関数名 内容 
InterruptTask CPU からの INTUSBH0 割り込みで呼び出される。 

OHCI の割り込みレジスタ(HcInterruptStatus レジスタ)
を読み出す。 
USB デバイスが接続された場合(RootHubStatusChange
ビットが 1’b の場合)、UsbConnect 関数を実行する。 
TD 処理が完了した場合(WritebackDoneHead ビットが
1’b の場合)、OHCI の HccaDoneHead レジスタを読み出
し完了した TD の内容を確認する。 
完了した TD がインタラプトイン転送の TD であれば、
ReadHubStatus 関数を実行する。完了した TD がインタ
ラプトイン転送以外の TD であれば write_back_done フ
ラグを 1’b に設定する。 
な お 、 割 り 込 み を CPU へ の 通 知 に は
RootHubStatusChange ビットと WritebackDoneHead
ビットの OHCI、PCI、CPU での割り込みマスクの解除
が必要です。 

UsbConnect OHCI のポート状態レジスタ(HcRhPortStatus レジスタ)
を読み出し、ルートハブのポートに USB デバイスが接
続されていることを確認する。 

ReadHubStatus インタラプトイン転送で受信したデータを格納する。 
 

13.3 関数インタフェース 

関数のインタフェースを示す。 

関数名 InterruptTask 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 無し 
戻り値の内容 無し 
戻り値の範囲 無し 

 

関数名 UsbConnect 
パラメータ void 
パラメータの内容 無し 
パラメータの範囲 無し 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 UsbConnect が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 → 正常終了 

 

関数名 ReadHubStatus 
パラメータ UsbDevInfo 
パラメータの内容 ドライバ構造体(USB デバイス情報、転送情報) 
パラメータの範囲 NULL 以外 
戻り値 STATUS 
戻り値の内容 ReadHubStatus が正常終了したかを判断する 
戻り値の範囲 0 →正常終了 

0 以外 →異常終了 



 USB ホストソフトウェア 

R01AN1217JJ0102  Rev.1.02  Page 57 

2013.01.10  

 

13.4 割り込み対応動作 

割り込み発生時の動作を示す。USB デバイスが接続されると OHCI のルートハブがポートの状態変化を検

出、または、TD 処理が完了し WritebackDoneHead イベントが発生したことを CPU に通知する。CPU は

INTUSBH0 割り込みベクタに登録されている InterruptTask を実行する。 

OHCI の割り込みレジスタを読み出し、ポートの状態が変化したことを確認できた場合、UsbConnect 関数

を実行する。 

OHCI の割り込みレジスタを読み出し、WritebackDoneHead イベントが発生したことを確認できた場合、さ
らに、OHCI の HccaDoneHead レジスタを読み出し完了した TD の内容を確認する。 
完了した TD がインタラプトイン転送の TD であれば、ReadHubStatus 関数を実行する。 
また、完了した TD がインタラプトイン転送以外の TD であれば write_back_done フラグを 1’b に設定
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22  割り込み対応動作 
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14. データ構造 

USB ホストドライバで使用するデータ構造を示す。 

構造体名 内容 
USBHD_DEV_INFO エニュメレーション終了フラグ 

ポート番号 
USB デバイスアドレス 
新規に接続された USB デバイスに割り当てるデバイスアドレス 
エンドポイント 0 の 大パケットサイズ 
Get Configuration Descriptor で返されるディスクリプタの全サイズ 
インタフェース数 
コンフィギュレーション値 
インタフェースのエンドポイント数(インタフェース：0～2) 
インタフェース・クラス(インタフェース：0～2) 
インタフェース・サブクラス(インタフェース：0～2) 
インタフェース・プロトコル(インタフェース：0～2) 
インタラプト転送用エンドポイント番号(インタフェース：0～2) 
インタラプト転送用エンドポイントの属性(インタフェース：0～2) 
インタラプト転送用エンドポイントの 大パケットサイズ(インタ
フェース：0～2) 
インタラプト転送用エンドポイントの転送間隔(インタフェース：0～
2) 
バルクイン転送用エンドポイント番号(インタフェース：0～2) 
バルクイン転送用エンドポイントの属性(インタフェース：0～2) 
バルクイン転送用エンドポイントの 大パケットサイズ (インタ
フェース：0～2) 
バルクアウト転送用エンドポイント番号(インタフェース：0～2) 
バルクアウト転送用エンドポイントの属性(インタフェース：0～2) 
バルクアウト転送用エンドポイントの 大パケットサイズ(インタ
フェース：0～2) 
HCCA ベースアドレス 
デバイスステータス 
マスストレージクラスのインタフェース番号 
コミュニケーションクラスクラスのインタフェース番号 
データインタフェースクラスのインタフェース番号 
ハブクラスのインタフェース番号 
MaxLUN 値 
CBW タグ 
コミュニケーションクラスデバイスの開始フラグ 
ハブのダウンストリーム数 
インタラプトイン転送で取得するハブの状態変化ビットマップデータ
ハブステータス 
ポートステータス 
ポート状態変化ステータス 
デバイス・リクエスト用アドレス 
コントロール転送用受信データアドレス 
コントロール転送用受信データサイズ 
コントロール転送用送信データアドレス 
コントロール転送用送信データサイズ 
バルク転送用データアドレス 
バルクアウト転送用データサイズ 
バルクイン転送用データサイズ 
ディスクリプタ(ED, TD)情報 
CBW データアドレス 
マスストレージ用データ格納アドレス 
CSW データ格納アドレス 
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構造体名 内容 
コミュニケーションクラス用データ格納アドレス 
コミュニケーションクラス用パラメータ格納アドレス 
ハブクラス用パラメータ格納アドレス 
受信データ用バッファアドレス 
送信データ用バッファアドレス 
データサイズ 
FileInfo 構造体へのポインタ 

USBHD_DESC_INFO コントロール転送用 ED アドレス 
セットアップデータ用 TD アドレス 
データステージ用 TD アドレス 
ステータスステージ用 TD アドレス 
コントロール転送用ダミーTD アドレス 
バルクアウト用 ED アドレス(インタフェース：0～2) 
バルクイン用 ED アドレス(インタフェース：0～2) 
バルクアウト用 TD アドレス(インタフェース：0～2) 
バルクイン用 TD アドレス(インタフェース：0～2) 
バルクアウト用ダミーTD アドレス(インタフェース：0～2) 
バルクイン用ダミーTD アドレス(0～2) 
インタラプトイン用 ED アドレス(0～31) 
インタラプトイン用 TD アドレス 
インタラプトイン用ダミーTD アドレス 

FILEINFO 論理ブロック番号 
データサイズ 
データ数 
ATAPI コマンド 
セクタサイズ 
セクタ数 
書き込み用データポインタ 
読み出し用データポインタ 
データポインタ 
ファイル名 
モード 

LINE_CODING_STRUCT 転送速度(bps) 
ストップビット 
パリティ 
データビット 

ED データ詳細は表 2、表 3を参照。 
TD データ詳細は表 4、表 5を参照。 

 

表 2 エンドポイントディスクリプタ(ED)フォーマット概要 

 31 27 26 16 15 14 13 12 11 10 7 6 4 3 2 1 0 
Word0 ― MPS F K S D EN FA 
Word1 TD Queue Tail Pointer(TailP) ― 
Word2 TD Queue Head Pointer(HeadP) 0 C H 
Word3 Next Endpoint Descriptor(NextED) ― 
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表 3 エンドポイントディスクリプタ(ED)フォーマット詳細 

名前 ホスト・コントローラから

の R/W 
定義 

MPS R 対象となるファンクション側エンドポイントが 1
つの USB パケットで受信または送信できる 大

byte 値を示す 
F R コントロール/バルク/インタラプト転送→1 

アイソクロナス転送→0 
K R このビットをセットすることで、このエンドポイ

ントに関する通信を行わずに次の ED へと制御を

移すことができる 
S R フルスピード→0 

ロースピード→1 
D R 通信方向 

00：TD のフィールドで設定 
01：OUT 
10：IN 

EN R 通信対象となるエンドポイント番号 
FA R 通信対象となる USB デバイスアドレス 
C R/W TD がリタイアする際、 後のトグル情報がセット

される 
H R/W HC がこの ED の処理を停止させたいときにセッ

トされる 
通常 TD の処理がエラーだった場合セットされる

TailP R この ED にリンクされている 後の TD のアドレ

スが格納されている 
TailP と HeadP が同一の場合、この ED には処理

すべき TD が存在しない 
HeadP R/W この ED にリンクされている 初の TD 

このフィールドが示す TD の処理が完了するたび

に次の TD のアドレスに自動更新される 
NextED R この ED にリンクされている ED へのアドレス 

リンクする ED がない場合 0 をセットする 

 

 

表 4 トランスファーディスクリプタ(TD)フォーマット概要 

 31 28 27 26 25 24 23 21 20 19 18 17 4 3 0 
Word0 CC EC T DI DP R ―  
Word1 Current Buffer Pointer(CBP) 
Word0 Next TD(NextTD)  
Word2 Buffer End(BE) 
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表 5 トランスファーディスクリプタ(TD)フォーマット詳細 

名前 ホスト・コントローラから

の R/W 
定義 

CC R/W この TD から生成された 後の転送ステータスを

示す 
EC R/W 転送エラーが発生するたびにこの値がインクリメ

ントされる 
この値が 2 で転送エラーが発生した場合、エラー

の種類を CC に記録し、TD を Done キューに移動

する 
T R/W データパケットの PID(DATA0/DATA1)の生成と

比較に使用する。 
送信/受信が成功するたびに更新する 

DI R TD の処理を完了した際に発生する割り込みのタ

イミングを規定する 
0 ：処理完了後、直ちに発生 
1 ：TD の処理が完了したフレームの後に発生 
111：割り込みは発生しない 

DP R 転送方向と PID を設定する 
00：SETUP  エンドポイントへ 
01：OUT     エンドポイントへ 
10：IN       エンドポイントから 

R R この TD から生成される 後のパケットがショー

トパケットになるとき、エラーが発生する 
1 でエラーを無視する 

CBP R/W エンドポイントと転送するためのバッファ領域を

指す 
常に次にアクセスすべきバッファ領域のアドレス

を示す 
0 の場合はサイズ 0 のデータの転送、もしくは完

了した場合 
NextTD R/W 次の TD へのポインタ 
BE R バッファ領域の末尾のアドレス 
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15. 参考ドキュメント 
 
・ハードウェアマニュアル 

V850E2/ML4 ユーザーズマニュアルハードウェアマニュアル [R01UH0262JJ] 

（最新版はルネサスエレクトロニクスのホームページから入手してください） 

 

・ソフトウェアマニュアル 

V850E2M ユーザーズマニュアルアーキテクチャ編 [R01US0001JJ] 

（最新版はルネサスエレクトロニクスのホームページから入手してください） 

 

・Universal Serial Bus Revision 2.0 specification 

 

・OpenHCI Open Host Controller Interface specification for USB Release 1.0a 

 

・Universal Serial Bus Mass Storage Class Bulk-Only Transport Revision 1.0 

 

・Universal Serial Bus Class Definitions for Communications Devices Revision 1.2 

 

・Universal Serial Bus Class Subclass Specification for PSTN Devices s Revision 1.2 
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ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http://japan.renesas.com/ 

 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。 
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改訂記録 

Rev. 発行日 

改訂内容 

ページ ポイント 

1.00 2012.06.22 — 初版発行 

1.01 2012.09.14 — M3S-TFAT-Tiny（ルネサス製 FAT ファイルシステム）を搭載 

1.02 2013.01.10 — ハブクラス対応（複数デバイス制御） 

    
 



 

 

製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認ください。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 



 

 

http://japan.renesas.com/contact/
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